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 【活動の基本情報】 

 参加学生数 20 名 

    1 年生：6 名、2 年生：5 名、3 年生：4 名、4 年生 5 名） 

 活動期間：2018 年 4月～ 

 担当教員：佐野楓  

  

1．活動実施の経緯 

 小川地区は公民館を中心に文化活動が盛んである。伝

統芸能の「 坂本獅子舞」 梅中傘踊り」等の活動に携わる

方々が多く、ボランティア精神も旺盛で、地域活動に非

常に熱心な土地柄である。しかし、高齢化や少子化が進み、地域活動への参加者が徐々に

減少しているのも現状である。他地区と比べ、比較的移住者が多いため、地域活動におい

ても相互協力を行っている。この「 地元目線」と「 外の目線」の良いところ取りで、地域

の活性化に繋げたいと考えている。 

  

2．活動の内容 

 今年度の活動では、棚田をはじめとする小川地区との関わり方を再確認した。LIP から

LPPへと制度が変わった中で、従来のように地域から提案いただく形ではなく、学生が自

ら進んで活動内容を決める仕組みづくりを行った。昨年度の活動で築いた地域との繋がり

のもとで地域の方々との意見交換を行い、来年度以降の活動方針を決定した。また、棚田

での活動やイベントへの参加を通して、役場の方々や地域おこし協力隊の皆さんをはじめ、

中田の棚田再生活動に携わっている方々との交流を行った。そのほか、次年度の中田の棚

田再生プロジェクトの活動方針「 見せる」を踏まえ、ビューポイントに設置する看板を丸

太から作成し、景観づくりに貢献した。次年度以降は、 棚田が抱える課題の解決に向け

て」を活動方針として掲げ、地域の方々と協力しながら取り組むとともに、紀美野町小川地

区の魅力を発信していけるような活動を行っていく。 

  

3．活動を通じて 

 今年度の活動では、地域の方々との話し合いの中で、様々な課題が浮き彫りとなった。

その中には、私たちの目には見えなかったものも見受けられた。現地で活動を行うだけで

なく、話し合うことの重要性を実感した。本年の経験を活かし、次年度以降の活動を行っ

ていきたい。 
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4．成果ポスター



合同報告会 当日の様子 

 

和歌山県海草郡紀美野町小川地区 

 

テーマ：地区×学生による観光・文化・交流情報発信と棚田の再生 

 所属 LPP 以外の活動について触れる機会が少ないた

め、どこのブースも人が溢れていたように思えます。紀美

野町小川LPPでは、報告会への参加人数が少ない分、ポ

スターのデザインや使用する写真にこだわりを持ち、ポ

スター用の写真撮影を兼ねて小川地区に足を運んでいる

メンバーもいました。 

 発表は時間通りスムーズに行うことができ、コメント

では、「地域と学生が協力し、互いに主導してプロジェク

トを進めているのが魅力的」などといった高評もありま

した。一年間の活動記録を自分たち自身も振り返ること

ができる良い機会になったので、来年度も積極的に活動

していきたいです。 


